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             日 時  平成２６年６月５日(木) 

                   午前１０時００分開会 
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（２） 櫛引地域振興計画について 

        ・1資料４１ 

                            

５ 協  議 
  

（１）今年度の地域審議会の進め方について 
 

   ・1資料５１ 、1資料６１  

 

（２）委員任期の期間延長について 

         

 

（３）その他 
         

 

 

６ そ の 他 
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所属団体名等 役職名または職業 氏  　名 備  考

1 　櫛引区長会 会  長 渡　部　俊　美 会　  長

2 　櫛引地域婦人会 会　長 斎　藤　ゆう子 副会長

3 　櫛引自治公民館連絡協議会 会　長 成　田　　　進 　H26.6.5～

4 　鶴岡市黒川地区農業村落振興会 会　長 秋　山　文　雄

5 　庄内たがわ農業協同組合 理  事 成　田　新　一

6 　株式会社産直あぐり 取締役 上　野　重　和

7 　出羽商工会櫛引支部 代表理事 渡　会　　   昇 欠席

8 　櫛引観光協会 会　長 澤　川　宏　一 欠席

9 　櫛引地区民生児童委員協議会 会  長 遠　藤　　　　勉

10 　櫛引地域保健福祉推進委員会 会  長 堀　内　葉　子

11 　櫛引地区PTA連合会 会　長 大　滝　真　富 　H26.6.5～

12 　鶴岡市櫛引体育協会 会  長 佐久間　忠　勝

13 　荘内加藤清正公忠廣公遺蹟顕彰会 会　長 松　浦　安　雄

14
　鶴岡市老人クラブ連合会
　櫛引支部

支部長 今　野　愼太郎

15 　鶴岡市消防団櫛引方面隊 隊　長 太　田 　　  裕 　H26.6.5～

16  （松根塾・塾長） 大学非常勤講師 成　田　　   勇

17   （ふるさとむら宝谷運営管理組合・組合長） 農　　業 森　　　　　　薫

18 　（農家民宿権太郎主宰） 農　　業 齋　藤　美　惠

19 　（鶴岡市消防団女性消防隊・隊長） 農　　業 清和　ふみ子

20 　（今野亨建築設計室） 建築士 今　野　　　亨

※委員任期：(平成24年7月１日)～平成26年6月30日
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№ 役　職　名 氏   名 備　考

1  　櫛引庁舎支所長 佐　藤　孝　朗

2  　　　　　総務企画課長 菊　地　ゆかり

3  　　　　　市民福祉課長 山　口　弘　男

4  　　　　　産業課長 佐　藤　　　浩

5      総務部南部税務事務室長 工　藤　幸　雄

6  　　建設部南部建設事務室長 伊　藤　哲　哉

7 　　 企画部地域振興課 専門員 前　田　哲　佳

8 　櫛引庁舎総務企画課 課長補佐 菅　原　正　一

9 　　　　  総務企画課 主査 前　森　淳　子

10  　　　　  総務企画課 コミュニティ防災専門員 鈴　木　　　賢

11  　　　　  総務企画課 コミュニティ防災専門員 大　宮　将　義

12  　　　　 総務企画課 専門員 長　南　　　徹

13  　　　　 総務企画課 主任 佐　藤　文　博

市 職 員 出 席 者 名 簿
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会 長 席
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平成 26年度の櫛引庁舎の組織体制と主な取組み 

[１]庁舎の組織体制   正職員４８名 

   ○支所長 

   ○総務企画課（13名） 

○市民福祉課（14名）（内２名保健師兼務） 

   ○産業課  （12名） 

   ○南部税務事務室（8名）(内 1名は交代で朝日庁舎勤務) 

[２]主な取組み 

 櫛引地域住民の福祉の向上と地域振興を図るため、市総合計画における地域

振興方針に基づき、下記の重点施策を中心として取り組む。 

 

１．櫛引の特性を生かした地域振興 

社会経済状況の変化や少子高齢化の進行等により、農業の担い手や伝統芸能

の後継者が減少しつつある中で、櫛引の特性を生かした地域振興をどう図って

いくかが大きな課題となっている。 

そのため、当地域の基幹産業である農業の振興を基本に据え、地域振興ビジ

ョンの三つの柱にもとづく各種プロジェクトを一体的に推進する。 

 

（１）フルーツの里づくり 

   櫛引地域の特徴である果樹生産を一層振興し、観光果樹園や加工、直売の

６次産業化も促進しながら、地域農業の活性化を図る。また、国の補助事業

等を有効活用した基盤整備を図りながら、課題である生産者の高齢化や担い

手対策を推進する。 

・ 国の果樹経営支援対策整備事業など各種支援策による生産の振興  

・ 観光果樹園紹介所の開設支援と情報提供の充実 

・ 担い手育成のための調査研究活動の推進 

 

（２）グリーン・ツーリズムと観光の推進 

  農業体験や農家民宿、産直、観光果樹園などによるグリーン・ツーリズム

と、自然や歴史文化などの地域資源を活用した観光の推進を図る。 

・ 都市農村交流や修学旅行等の受入れ事業の充実 

・ 黒川能など特徴ある地域資源を活用した農家民宿の拡大 

・ 温泉入浴施設及び市営スキー場の適切な管理運営の推進 

資料 ２ 
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（３）歴史と文化の里整備 

  黒川能や丸岡城跡など貴重な歴史文化資源と、これらの連綿とした地域の

伝承活動を確実に保存継承しながら、さらに価値を高めていく取り組みを推

進する。 

・ 黒川能等保存伝承事業の推進（後継者育成、研究会開催等） 

・ 黒川能保存伝承組織の支援（運営補助、能面装束等データベース作成） 

・ 丸岡城跡史跡公園の適切な管理運営と必要な施設整備等活用方策の検討 

など 

 

２．地域コミュニティの活性化 

（１）地域コミュニティ機能の維持・充実 

  櫛引地域では、２１の地区自治会と自治公民館が、防犯、防災、生活環境、

社会福祉、生涯学習、さらには伝統芸能や祭りの保存伝承を担っており、そ

れぞれの活動を通して住民相互の連帯意識が醸成されてきたが、少子高齢化

や地域帰属意識の低下等もあり、集落機能の弱体化の進行が危惧されること

から、コンパクトな地勢と集約された集落という特性を活かしながら、コミ

ュニティ機能の維持・充実に向けた効果的な対策を講ずるものである。 

さらに、地縁的団体をはじめとして多様な地域団体が、地域で解決する課題

や今後の地域づくりを語り合える「場」となる、地域特性を踏まえた広域コミ

ュニティ組織の検討を始めるとともに、引き続き青年層の未婚化・晩婚化の抑

制に向けた婚活支援の取組みや、住民自治組織の活性化、ケーブルテレビによ

る地域情報化の促進など、庁舎独自の地域活性化事業等を推進する。 

・ 広域コミュニティ組織の検討 

・ 櫛引情報センター空調機器更新 

・ ケーブルテレビ事業の推進  など 

 

（２）協働のまちづくりの推進 

  地域の声を受け止め、地域の力を活かしながら、パートナーシップ形のま

ちづくりを推進するため、地域住民の声を吸い上げる地域審議会の充実のほ

か、区長会をはじめとする各種団体等との懇談や意見交換、地区担当職員に

よる集落座談会、地区ごとに開催している市政座談会や市長と語る会などを

積極的に実施する。 

・地域審議会の充実 

・区長会情報交換研修会、集落座談会の開催 など 
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３．行財政改革の推進と地域庁舎機能の発揮 

 事務事業や公の施設等の見直しについては、行財政改革大綱の実施計画に基

づき、ほぼ計画に沿って進んでいるが、引き続き地元自治組織や関係団体等の

理解と協力をいただきながら、早期に完了するように進めていく。 

 また、地域庁舎の機能には、行政と住民が互いに顔の見える関係の中で、行

政の現場性や地域との密着性を大切にしながら、市民サービスや地域振興、住

民の安心・安全、そして産業振興を担い、地域の活性化とコミュニティ機能の

強化に努める。 

 

≪各課の主な取り組み≫ 

 

【総務企画課】 

 

１.歴史・文化の里整備の推進 

(１) 黒川能保存伝承支援事業 

       国指定重要無形民俗文化財『黒川能』は、500 年以上もの間地元黒川地区の

農民の手により連綿と受け継がれており、地域社会においてはコミュニティの

求心力にもなっている。しかし、近年の就業構造の変化や能役者の高齢化と少

子化が急速に進行する中、能役者不足が危惧されている状況がある。 

これらの課題に対応するため、櫛引東小学校においては特色ある学校教育の

一環として、昭和 60年度から地元現役能役者から仕舞や囃子方の指導を受けて

いるが、演能指導活動を通して世代間交流と能技法の向上を図っている。 

また、黒川能に造詣の深い識見者による講演や、他の民俗伝統芸能分野によ

る事例発表などを内容とした「黒川能保存伝承研究会」の開催を通して、能を

通じた人的交流が広がり黒川能の価値観を高めるとともに、青年層や黒川能に

関わる女性達の理解が深まり保存・伝承に対する機運の醸成が図られる。加え

て小学校児童による仕舞発表の機会とすることで次世代能役者の育成に資する。 

 

(２) 黒川能保存伝承組織の支援 

平成２５年度から「財団法人黒川能保存伝承事業振興会」と、これまで行政

が事務局を担ってきた「黒川能保存会」が統合し、新たに「公益財団法人黒川

能保存会」が発足したが、新法人を軌道に乗せ民間主導による保存伝承事業を

推し進めるため、その組織運営に対し支援を行う。 

また、新法人が展開する伝承事業の一環として、貴重な地域資源である黒川

能を確実に後世に繋いでいくための記録資料となる、能面や装束等のデータベ

ース作成事業に対し支援を行う。 
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(３) 県指定丸岡城跡史跡公園管理事業 

史跡公園として整備した丸岡城跡については、貴重な史跡を歴史遺産として、

地域の活性化や観光面での活用を図るため、丸岡城史跡公園の保全管理を、荘

内加藤清正公忠廣公遺蹟顕彰会が受託者となって適切に行っている。 

また資料館（ガイダンス施設）については、江戸期の武家住宅である「旧・

日向家住宅」を活用して整備することとし準備を進める。                              

 

２.確かな地域コミュニティの確立と課題解決のために 

 (１）地域課題解決に向けた具体的な活動や支援の展開 

住民による、住民のための地域づくりを推進するため、地区担当職員の活用

を図るとともに、広域的な課題の解決や櫛引地域としての合意形成や意思決定

が行われていく「場」や「仕組み」づくりとして、広域コミュニティの組織化

に向けた取り組みを支援していく。 

 

(２）広報公聴活動を積極的に展開 

①  公聴活動は市民との意思疎通を図る手段として重要なことから「市長と語

ろう車座ミーティング」の周知を図り多くの地区、団体での開催を勧めてい

く。 

また、庁舎管理職員が地区に出向き、直接市民の意見要望を聞く「市政座

談会」を開催し、行政施策を市民に周知する機会とするとともに市民の声

を施策に生かしていく。 

②  ケーブルテレビジョンの運営が、指定管理事業者の元で円滑に進みその情

報が、地域コミュニティの充実と地域づくりに寄与できるように、引き続き

番組内容の充実に向け指導助言を行う。 

 

【市民福祉課】 

 

１.健康づくり、介護予防事業の推進 

急速な高齢化の進行に伴い要介護認定を受ける高齢者が年々増加する中、健

康な高齢者を増やすため、櫛引地域いきいき健康クラブ運営事業や保健師・栄

養士が地区保健福祉推進員と協力して開催する各地区健康教室において、健康

体力づくりと介護予防をテーマとした事業を引き続き推進する。 

 

２.高齢者が生きがいをもって安心して生活できる地域づくりの推進 

 地域の高齢者を対象とした敬老会行事や高齢者レクレーション大会の開催、

老人クラブ活動への支援、さらに長寿祝賀行事の実施等を通して高齢者の生き
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がいづくりを行うとともに区長、民生委員、保健福祉推進員、また社会福祉協

議会等関係団体と密接に連携し、災害時の要支援者リスト・マップの作成及び

更新、また「くしびき安心カード」の継続的な取り組みを実施し、高齢者の安

全・安心な生活環境の整備を図る。 

 

３.子育て支援の推進 

 少子化、核家族化の中、親が育児不安など子育てにストレスを抱えることな 

く妊娠・出産・子育ての各ステージを過ごすことができるよう、保健師による

産褥期訪問、子育てサポーター（保育士）による育児支援訪問、各月齢に応じ

た健診、教育心理カウンセラーによる保育園巡回相談等の子育て支援事業を効

果的に実施する。 

学童期については、就労する親が安心して働けるよう櫛引東小学校、櫛引西

小学校内に市直営学童保育所を開設し、児童の安全確保と健全育成を図る。 

 

【産業課】 

 

１．農業と観光の連携による交流人口の拡大 

 四季を通じた果樹等の多品目栽培や観光果樹園、長年にわたり培ってきた都

市農村交流、更には黒川能をはじめとする農村文化など地域固有の資源を基盤

にした農家民宿の取り組みなど櫛引地域ならではの農業と観光振興を図る。 

 

（１）「フルーツの里」ブランド化支援事業 

果樹多品目栽培の地域特性を最大限生かしつつ、果樹生産者（観光果樹園・

直売所）や観光施設が連携し推進協議会を設置しており、産直施設に観光果樹

園紹介所を設置しながら情報提供や誘客、案内、受入れ態勢の構築を進めるこ

とにより、多くの来訪者が利用しやすい観光果樹園の形成とネットワーク化を

促進する。 

また、観光果樹園の入込客は年々増加しており、この交流人口を主要な観光

スポットや農家レストラン、農家民宿と連携することにより、効果的に環流さ

せて観光振興を図る。 

更には、生産者の高齢化と担い手確保に向けた具体的な取組みとして、青年

生産者を核とした「フルーツの里研究会」による生産地の現状や生産作業受委

託、樹園地の貸借、組織化・法人化などの担い手対策にかかる調査研究を支援

する。 

（２）都市農村交流促進事業 

ＪＡ庄内たがわ青年部櫛引支部が実施している横浜市立青木小学校（平成 6
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年～）や神奈川の鎌倉女子大学（平成 24年～）との交流は、長年の積み重ねに

より首都圏に多くの鶴岡ファンを生み出しており、ホームステイや農業体験の

受入れなど櫛引地域全体を巻き込んで、活性化の大きな取り組みに発展してい

る。引き続き、ＪＡ青年部櫛引支部の出前授業や修学旅行・農業体験の受け入

れ、産直販売交流などについて支援を継続し、農業理解と食育、担い手農業者

の意欲喚起、鶴岡産農産物のＰＲと販路拡大、地域活性化に資する取り組みに

ついて支援する。 

 

（３）くしびき夏のイベント推進事業 

 「第 31回水焔の能」は、山形ディスティネーションキャンペーン連携事業と

して、松山能の特別出演と能楽研究者による特別解説、温海地域「せせらぎの

能」とも連携して主要観光施設を結ぶスタンプラリー、農家民宿を会場とした

「観光客と能関係者との交流会」などを企画し、黒川能をテーマとした地域観

光の振興、住民参加の態勢づくりを推進する。 

特設舞台を有効活用して、水焔の能の前日に開催する「第 4 回くしびき夏ま

つり」は、農・商・工・観が連携し、地域住民がより一層楽しみ交流を深める

機会と捉え、地域芸能の発表、交流広場、特産物の販売などの開催を支援して、

地域の賑わい創出を図り、地域活力の再生を図る。 

 

（４）地域資源を活用した農家民宿の活動支援 

全国から訪れる黒川能（王祇祭ほか年 6 回）の観能客などを対象に、四季を

通じた宿泊、体験、食のもてなしを提供できる場として、「黒川能の里」ならで

はの農家民宿による受け入れ体制を構築して、地域活性化を目指す。 

現在、4戸の農家が民宿を開設しており、会員 9名で「黒川能の里の会」を組

織して、民宿経営におけるスキルアップを図りながら、新たに営業許可を取得

する仲間を増やし、協調して活動する取り組みを進めている。 

今後も鶴岡市グリーン・ツーリズム推進協議会や鶴岡食文化産業創造センタ

ー等と連携を図りながら「黒川能の里の会」の活動を支援する。 

 

２．くしびき温泉ゆ～Ｔｏｗｎ管理運営事業 

 長引く景気低迷や人口の減少、施設の老朽化に加え、類似施設の開業などの

影響があり、年間利用者はピーク時の 61％（H25 年度：14 万 4 千人）まで落

ち込むなど非常に厳しい状況が続いている。こうした中、徹底した経営改善に

取り組んだ結果、平成 23 年度以降は毎年単年度収支において黒字を計上するな

ど収益面での成果が現われている。また、共通入浴券の導入などの効果もあり、

利用者の減少傾向にも歯止めがかかっている。今後も企業訪問などを行いＰＲ

に努め、回数券や共通入浴券を活用しながら利用者確保に向けた取り組みを強
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化していく。また、温泉施設周辺にスポーツ施設や多くの市民が集う広場等が

隣接していることを踏まえて、これらの施設の利用者を取り込む対策を講じる

など利用者の増加につながる取り組みを積極的に推進していく。 

なお、平成 26 年度は設備的に安定した運営を行なうために必要な源泉設備の

メンテナンスを隔年実施する必要があることから、現在の揚湯ポンプを予備用

のポンプに交換するとともに、揚湯管の交換や引き上げたポンプをオーバーホ

ールし、機能回復と長寿命化に向けた対策を講じる予定としている。 

 

３．櫛引たらのきだいスキー場管理運営事業 

少子高齢化や冬季レジャーの多様化、更には若者のスキー離れ等の影響もあ

ってスキー人口はピーク時の 50％前後で推移しており、収支的にも厳しい状況

が続いている。しかしながら、市民の健康維持増進と余暇活動の充実に寄与す

るとともに、地域の活性化や冬季スポーツの拠点として教育的役割も担うこと

から、運営経費の節減と利用者の拡大に努めながら運営を行う。 

特に基幹設備であるリフトについては、設置からの経過年数が長くなってい

ることから、安全確保に必要な整備については優先順位を設定しながら年次的

に実施していく。併せてスノーモービルや圧雪車などの備品についても老朽化

が進んでいることから、適切な維持管理について努めていく。 

なお、高額な整備費を必要とするものについては、現在、行財政改革の協議

が継続している市内三つのスキー場の方向性を見据え、柔軟に対応していく。 

 

【南部建設事務室】  （櫛引庁舎関連） 

 

１．生活・産業基盤を支える市道等の計画的整備 

  

（１）産業活動を支援する道路ネットワークの整備（庄内南工業団地内企業産

業活動支援） 

・市道庄南５号線道路改良事業の早期完成 

平成２５年度新規着手した市道庄南５号線は、櫛引庄南工業団地内の幹線

道路で、工業団地への通勤車両や資材の運搬車両などの通行量が多い路線で

あるが、道路幅は約２ｍと狭く車の交差も出来ない路線で、冬期間は除雪で

きないため通行止めとしている。このため、冬期間は工業団地内での車両移

動は、一度国道１１２号へ出てまた団地内に戻ることとなり、大変不便な状

況となっている。 

平成２５年度は、道路詳細設計及び用地調査を実施し、地権者の理解と協

力のもと順調に調査設計業務を実施した。 
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平成２６年度以降に庄南工業団地へ新たな企業の立地も計画されている 

ことから、本事業については用地買収及び物件移転補償を完了の上、早期の

工事完成をめざし、事業効果の早期発現に努めていく。 

 

２．公園の計画的な維持保全による安全性の確保と経費の低減 

 

（１）櫛引赤川河川緑地整備事業【Ｈ２５からＨ２６年度へ繰越（３月補正）】 

・櫛引赤川河川緑地トイレ整備事業（なべっこ広場付近） 

櫛引総合運動公園は、赤川河川敷地内に国土交通省の占用許可を受け整備 

された都市公園施設である。 

公園内にはスポーツ・レクレーション施設や緑地があり、幼児から高齢者ま

で、市内外を問わず幅広く利用されているが、施設整備後相当の年数が経過し

ていることから各施設とも老朽化が進行し、安全性にも問題がある。またトイ

レは汲み取り式ということもあり、悪臭が発生し衛生面でも良い環境とは言え

ない現状である事から、便益施設や遊具等の施設を改修し、利用者の利便性を

高めると共に安全を確保するものです。 

トイレについては、３基のうち２基は２５年度まで整備を完了していること

から、２６年度は残されたなべっこ広場付近にあるトイレの改修（バリアフリ

ー化）を実施することにより、全ての便益施設の改修が完了することとなる。 
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平成２６年度櫛引庁舎主要事業調書 

１.平成２６年度主要投資事業 

 事 業 名 事 業 概 要 予算額（千円） 

 

総

務

企

画

課 

丸岡城跡史跡公園 

ガイダンス整備事業 

史跡に隣接し、現在駐車場として使用されて

いる天澤寺境内参道沿いに、歴史的建造物

を活用したガイダンス施設を設ける。 

・復原調査、指導等        130千円 

・設計委託料（部材調査含む） 5,724千円 

          5,854 

櫛引情報センター空調機

器更新工事 

空調機器更新一式 等        5,089 

小    計  １０，９４３ 

消

防

本

部 

耐震性貯水槽 板井川地内 １基（４０㎥） 7,４７０ 

小    計 
 

７，４７０ 

 

 

 

 

 

産

業 

課 

 

 

 

園芸作物種苗導入支援

事業（市単） 

予算事業名：特産物生産推進支援事業 

園芸作物種苗導入支援事業補助金 

（市全体予算 4,500千円） 

うち果樹の苗木導入への補助 700千円 

700 

市単独土地改良事業 

（市単補助） 

暗渠排水・農道整備・区画整理・かんがい排

水等の整備（補助率 3/10以内) 

(市全体予算 1,241千円) 

    240 

くしびき温泉ゆーTown 源

泉ポンプ交換 

源泉に含まれている成分の付着等により

機能低下する地下源泉ポンプを予備用ポン

プに交換し揚湯機能の回復を図る。併せて、

引き上げたポンプのオーバーホールを実施

する。 

11,518 

櫛引たらのきだいスキー

場第 2ロッジ解体工事 

現在使用していない老朽化した第 2ロッジ

を解体する。 
2,750 

小   計 

 １５，２０８ 

 

 

資料 ３ 
 260605櫛引地域審議会 
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南

部

建

設

事

務

室 

 

 

 

道路公共事業 

（社会資本整備総合交付金） 

庄南５号線道路改良【継続】全体延長 L=280m 

H26は用地買収・物件補償・側溝等一部工事 
30,000 

道路公共事業 

（社会資本整備総合交付金） 

松根羽黒線防護柵設置 【継続】 

全体延長 L=1,275m   H26は L=440m 
10,000 

防雪柵整備 

(社会資本整備総合交付金） 

清和藤掛線防雪柵整備 【継続】 

全体延長 L=96m  H26完成 
18,000 

防雪柵整備 

(社会資本整備総合交付金） 

小在家大杉線防雪柵整備 【新規】 26.4内示 

全体延長 L=700m  H26は調査・設計 
       7,000 

道路新設改良事業 

(辺地対策事業) 

山の外小文地楯線道路改良【継続】 

全体延長 L=1,050m 

Ｈ２６年度 施工延長 L=160m 

20,000 

道路新設改良事業 

(単独事業) 

道路改良 1路線・舗装改良 1路線・側溝整備

3路線（うち４路線はゼロ市債で早期発注予定） 
31,880 

道路維持事業 舗装補修・側溝補修・交通安全施設整備 
5,184 

櫛引赤川河川緑地 

トイレ整備事業 

トイレ全面改良 １箇所（なべっこ広場付近） 

H25→H26繰越（３月補正予算） 
17,000 

橋梁新設改良事業 
黒川橋健全度診断 

8,400 

小   計  １４７，４６４ 

合    計  
 

１８１，０８５ 

 

２.平成２６年度主要ソフト事業 

事 業 名 事 業 概 要 

（地域活性化事業） 

黒川能保存伝承支援事

業 

地域振興計画の推進 

 【総務企画課】 

地域振興プロジェクトの一つである黒川能の里整備事業の一環。演

能を支える能座員が減少傾向にあること、また、少子化による後継者

育成が課題となっていることから、黒川能に造詣が深い方を講師に迎

え研究会を開催し、能を通じての人的交流を進めながら地域の活性化

を図るとともに、能座員の保存伝承に対する機運の醸成を図る。 

                予算額/634千円 
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(地域活性化事業) 

都市農村交流促進事業

地域振興計画の推進 

【産業課】 

ＪＡ庄内たがわ青年部櫛引支所が、長年にわたり横浜市立青木小

学校の修学旅行受け入れや鎌倉女子大学との交流、神奈川区民祭へ

の参加などを通じて培ってきた交流活動を起点として、首都圏に鶴岡

を知る多くのファンを作りながら、農業・食料の大切さを知ってもらう活

動や鶴岡農産物の PR、販売拠点の開拓などの取り組みを支援する。

販売面では、特に米の新品種「つや姫」を含め、年間を通じた多品種

のフルーツ生産など櫛引地域の特長を生かした販路拡大を促進する。 

加えて、民泊などに協力する地域住民や農業関係団体、教育関係機

関などを巻き込みながら地域の活性化に資する。  

・内容：青木小稲作授業、青木小修学旅行受入れ（9/21～23）、青木小

ふれあいまつりでの販売、鎌倉女子大農業体験学習受入れ、

鎌倉女子大みと゛り祭での販売、神奈川区民祭りでの販売など 

予算額/補助金 240千円（3分の 1補助） 

 

(地域活性化事業)    

くしびき夏のイベント推

進事業 

地域振興計画の推進 

山形 DC連携事業 

【産業課】 

  

 

第 31 回目を迎える「水焔の能」は、山形 DC（ディスティネーションキ

ャンペーン）への参加を契機として、一層の盛り上がりと魅力再生を図

る特別企画を用意する。能楽研究者による特別解説や、黒川能とゆか

りがある「松山能」との交流出演を企画し、温海地域の「せせらぎの能」

や観光施設とタイアップしたスタンプラリーを加えて、県内外及び地域

内から多くの誘客、交流人口の拡大を図る事業とする。 

また、「水焔の能」の特設会場（水上野外ステージ・観覧席等）を活

用する形で、「第 4回くしびき夏まつり」を開催する。地域全体の活性化

を図る観点から農業・商工・観光団体が連携して実行委員会を組織

し、伝統文化の交流や地域特産物の展示販売、工業製品等の発表を

通して櫛引地域の魅力を高めるとともに、地域住民の交流拡大と一体

感の醸成、地域の活性化を推進する。 

【内容】 

（1）くしびき夏まつり 2014  

・日時：平成 26年 7月 25日(金)17時開会（予定）   

・場所：櫛引総合運動公園野外ステージ 

・内容：ステージ発表部門 

櫛引地域と櫛引地域以外から伝統芸能団体の出演を予定 

にぎわい交流部門 

商工業者等による展示販売、農業団体等による地域特産物の

紹介販売、観光情報の提供、工業製品等のミニ展示会、連帯

意識を高めるイベント等の開催 

予算額/補助金 400千円 
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（2）第 31回黒川能野外能楽「水焔の能」（特別出演部門）  

・日時：平成 26年 7月 26日(土) 16時 30分開場（予定）   

・場所：櫛引総合運動公園野外ステージ 

・内容：能楽研究家増田正造氏招聘による特別解説、黒川能とゆかり

がある「松山能」による特別共演、スタンプラリーの実施など 

予算額/580千円 

(地域活性化事業) 

「フルーツの里」ブランド

化支援事業 

地域振興計画の推進 

山形 DC連携事業 

【産業課】 

多品目栽培の果樹産地という地域特性を最大限に生かしつつ、果

樹生産者や観光果樹園、直売所、観光施設が連携し推進協議会を設

置しており、産直施設に観光果樹園紹介所を設置しながら情報提供や

誘客、案内、受入れ態勢の構築を進めることにより、多くの来訪者が利

用しやすい観光果樹園の形成とネットワーク化を促進する。 

観光果樹園の利用者も年々増えていることから、主要な観光施設や

農家レストラン、農家民宿などを環流する仕組みを構築できるよう連携

を強化する取り組みを行う。 

また、生産者の高齢化と担い手確保に向けた具体的な取り組みとし

て、青年生産者を核として「フルーツの里研究会」を組織し、生産地の

現状や生産作業の受委託、樹園地の貸借、法人化の研究などを推進

する。 

・内容：①観光果樹園の利用促進 

観光果樹園紹介所の設置とＰＲチラシの作成と活用 

     ②主要な観光施設や農家レストラン･農家民宿の食文化連携 

      ＰＲチラシへのモデルコース掲載とプロモーション展開 

      四季の郷土食レシピ講習会 

     ③担い手育成と六次産業化支援 

      フルーツの里研究会による調査・検討のワークショップ 

      特産スイーツの開発 

予算額／補助金 500千円 

婚活支援事業 

【総務課企画課】 

平成 22 年度からの継続事業として実施するもので、結婚適齢期にあ

る若者の未婚化・晩婚化を抑制するため、男女の出会いの場を創出す

るイベント及びセミナーを開催するもので市全体での取り組みを強化。 

・櫛引庁舎主催の婚活セミナー及び出会いイベントの開催 

(出会いイベントは、初の試みとして独身男女だけでなく既婚の友

人や世話焼きの知人等を同伴して参加するイベントを計画。60

名定員、6/28土、会場:さくらんぼ園及び産直あぐり) 

・地域団体が開催するイベントの支援 (まちづくり塾・松根塾) 

予算額/２５４千円 
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黒川能保存伝承組織の

支援 

【総務企画課】 

貴重な文化遺産である黒川能の装束や能面等写真資料をデータベー

ス化し記録保存するなどの伝承事業の推進や、地域資源である黒川

能を活用した地域活性化を図ることを目的として、黒川能伝承の中核

となる組織の運営を安定化させ、民間主導による保存伝承事業を推し

進めるための支援を行う。 

 ・データベース化      3,000千円（H25： 3,000千円）2 ヵ年事業 

 ・黒川能保存会運営費  2,474千円 

                         予算額／補助金  5,474千円 

いきいき健康クラブ事業 

（継続・介護特会） 

【市民福祉課】 

・高齢者の健康づくり、交流や趣味活動などの生きがいづくり、仲間づ

くりなどの介護予防につながる活動を行っている各地区の「いきいき健

康クラブ」を支援するとともに、全体交流会を開催する。 

・２５年度は１５地区で実施、登録人数７６９名。平成２６年度も引き続

き実施する。                       予算額/８００千円 

（その他） 

有害鳥獣被害防止対策

関係事業 

【産業課】 

 

 

近年被害が多くなっている野生鳥獣による農林水産物の被害防止

対策として、主にサルを対象にした追い払い等の業務を実施する。 

・実施期間 平成 26年 6月～11月(予定) 

・実施内容   流動域・生息範囲調査(檻の設置及び監視) 

          鳥獣被害確認・対応 

被害多発地帯における追い払い活動 

・実施区域   櫛引地域・鶴岡南部(黄金)地域朝日(朝日、大泉)地域 

・温海地域、鶴岡(田川、湯田川)地域  

参考：市全体予算額/5,872千円(補助金) 

              同     3,147千円(委託料) 

・その他対策  サル追払い用花火の配布 

地域住民が主体的に実施する追い払い活動への経費 

補助電気柵・侵入防止柵・爆音機等の購入経費補助 

参考：市全体算額(補助金)/3,320千円 

 

 

 

 

 

 

 



1 資料 ４  
                                     260605 櫛引地域審議会 
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１．計画の策定趣旨                             

鶴岡市は、平成１７年１０月の合併後、各地域で築かれてきた地域特性や固有の資源

を生かしたまちづくりを進めるため、平成２０年３月に特色ある地域づくりに向けた中

長期の振興方針「地域振興ビジョン」を策定し、各地域の振興を進めてきたところです。 

このビジョン策定にあたっては、地域ごとにこれまでの施策やその取組み状況を検証

し、自然、歴史、文化、産業など多岐にわたる分野において地域資源や特性、また実態

についての調査や分析を行いながら、これまでの活用方法等についての点検も行いまし

た。また、新たに活用すべき資源や解決すべき課題等についても調査・検討を深めなが

ら、重点的に取り組むべき分野や政策課題を定めて、個別プロジェクトを設定し事業の

具体化に取り組んできました。 

櫛引地域においては、この櫛引地域振興ビジョンに基づき、重点的に取り組むべき地

域振興の柱を「フルーツの里整備」、「グリーン・ツーリズムの推進」、「歴史・文化の里

整備」の三本柱にして、各種プロジェクトに取り組んできました。 

 これらの各種プロジェクトの推進は、地域振興に大きな役割を果たしてきております

が、社会や地域を取り巻く状況が変化し、改めて地域の実情に照らしその取組みの捉え

直しが求められていることから、先に策定した地域振興ビジョンの見直しを行い、新た

な地域振興計画を策定することとしました。 

このたび策定した「櫛引地域振興計画」は、鶴岡市総合計画の基本構想や後期基本計

画を踏まえながら、櫛引地域の資源や特性を生かした地域振興を更に推進していくため、

地域の目指す方向と重点的に推進する取組みについて明らかにするものです。 

計画期間は、平成２６年度から平成３０年度までの５年間とし、この計画に基づき櫛

引地域の更なる振興・発展に向け、地域振興のための取組みを展開しながら、特色ある

まちづくりを推進していきます。 

 

２. 地域の特性・概要 

櫛引地域は、総面積 81.18 ㎢、東西に１９㎞、南北に１６㎞で西北部に放射状に広が

る地形で、中山間地域もありますが、いずれの集落にも櫛引庁舎から車で 10 分程度とい

うコンパクトな地勢となっています。 

地域の主要な産業である農業においては、水稲に加えて果樹や園芸作物、農産加工品

などを組み合わせた複合農業を推進してきた伝統を有し、なかでも果樹生産においては、

四季を通して多くの種類が生産され、庄内地域では随一の多品目果樹栽培地域になって

います。 

一方、工業振興では、昭和 40 年代後半から地域に３つの工業団地を造成して企業誘致

を積極的に推進し、雇用の場創出と併せ農工一体の地域づくりを推進してきた経過があ

ります。 
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また、昭和 60 年代からは国道 112 号沿いを中心に、行政による住宅用地２２５区画

の造成分譲を行ったほか、民間企業による造成分譲も引き続き行われており、櫛引地域

への定住促進に一定の役割を果たしてきています。 

地域の文化的特徴としては、黒川能に代表されるように貴重な伝統芸能や伝統行事が

各集落に伝承されています。関連施設である黒川能の里王祇会館や丸岡城跡・加藤清正

墓碑、横綱柏戸記念館等は、地域の観光スポットとしての役割を果たしてきており、く

しびき温泉ゆ～Ｔｏｗｎや櫛引総合運動公園、たらのきだいスキー場、ふるさとむら宝

谷、複数の「空にかける階段」のアートモニュメントなど、地域資源として更なる活用

が期待されています。 

このような地域特性を有する中で、先の地域振興ビジョンにおける主な取組みとして

「フルーツの里整備」では、くしびき果樹産地構造改革計画を策定し、平成 21年度から

は、国の支援事業である果樹経営支援対策事業による振興品種への改植や、かん水施設

整備などの支援事業を実施するとともに、果樹産地高度化緊急支援対策事業により非破

壊性糖度計などの機材や機械導入等も行ってきております。また、ソフト面では平成 22

年度に櫛引地域産業振興プロジェクト推進協議会を立ち上げ、観光果樹園と産直施設、

観光施設等が連携した取組みとして、産直施設内に観光果樹園紹介所を開設し、利用者

の利便性向上と誘客に向けた取組みにより、観光果樹園の入込客数を拡大させるなど一

定の成果を上げてきています。 

「グリーン・ツーリズムの推進」では、横浜市立青木小学校の修学旅行受け入れを継

続して行い、それを契機に、鎌倉女子大学生の農業体験実習の受け入れ等にも発展し、

横浜市神奈川区など首都圏での各種イベントにおいて、当地域の物産販売の機会が拡大

してきています。また、黒川地区において、農家民宿開業者や新規に開業を目指す会員

で組織された「黒川能の里の会」が結成され、会員研修や先進地視察、黒川能公演の機

会に合わせた誘客企画も行われ、農家民宿の利用者の増加や今後新規に農家民宿を開業

する動きもあります。 

「歴史・文化の里整備」では、各集落に伝承されている天狗舞獅子舞などの発表の機

会や交流の場を設けるとともに、いきいきまちづくり事業等を活用し各保存会が自ら行

う継承活動を支援してきました。 

黒川能の保存伝承活動においては、櫛引東小学校児童の仕舞練習や発表体験を通じ、

地域の伝統文化に親しみながら理解を深める活動のほか、黒川能保存伝承研究会等を継

続開催しています。また、謡本の整備や、黒川能面装束図録集作成事業などへの支援を

通して、文化遺産継承や更なる情報発信のための記録保全活動の取組みを進めています。 

史跡等の整備では、丸岡城跡史跡公園の面的整備を実施したほか、潤いのある景観形

成や日常的に芸術作品に接する機会を増やすため、櫛引西工業団地緑地へのアートモニ

ュメント「空にかける階段」整備などにも取り組んできました。 
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↑賑わう観光果樹園 

↑下山添八幡神社流鏑馬 

３. 地域のこれから目指す方向性 

  

先人のたゆまぬ努力で培われてきたこの地域を、更に持続的に発展させていくため、

鶴岡市総合計画の基本構想や後期基本計画を踏まえ、特徴ある地域資源を保全しつつ、

更に磨き上げながら総合的に活用し、変化変革の時代にあっても明るい希望の持てる櫛

引地域の実現を目指します。 

まず、地域の主要な産業であり、豊かな農村景観を支えている農業にあっては、複合

農業を引き続き推進しながら、庄内南・櫛引西・櫛引東の３工業団地に立地する企業等

による工業振興と併せ、農工一体の地域づくりを一層推進していきます。 

なかでも果樹生産においては、観光果樹園の運営と併せて行うことで果樹産地として

の付加価値を高めており、高品質の果樹生産を基盤にして産直販売や加工、観光なども

連携させ、相乗効果を高めながら「フルーツの里づくり」を地域振興の一つの柱として

推進します。 

 一方、文化資源の面では、黒川能は無形民俗文化財として国内外において高く評価さ

れ、全国に誇れる貴重な文化遺産であり、他にも多くの集落に様々な伝統芸能や伝統行

事が継承されている地域でもあることから、これらの継承の取組みを一層推進します。 

また、丸岡城跡・加藤清正墓碑などの歴史遺産や横綱柏戸記念館、「空にかける階段」

にみられる新しいアートモニュメントなど、多様な地域資源の魅力を「歴史・文化の里

整備」として引き続き発信、整備します。  

そして、この「フルーツの里づくり」と「歴史・文化の里整備」を有機的に結びつけ、

観光客の増加や交流人口の拡大を進めるとともに、地域の魅力向上や物産等の販売増加、

また地域への経済効果を高めていくためにも「グリーン・ツーリズムと観光の推進」を

図りながら、各種施策を一体的に推進していきます。 

また、櫛引地域にあっては単位集落数が 21と集約

されてきたことから、これまで各集落と行政が直結す

る形で地域運営が行われてきました。 

こうした繋がりとともに、今後の人口減少にも対

応していけるよう単位自治組織の機能補完や、単位組

織では取り組むことが難しい広域的課題の解決、また

地域づくりの担い手として広域コミュニティ機能の

強化が求められていることから、現在の２１地区の単

位自治組織をベースにして、地域特性にあった櫛引型

の広域コミュニティの組織づくりを進めていきます。 
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４．施策の基本方針 

 

基本方針 （1）「フルーツの里づくり」 

櫛引農業の強みでもある果樹生産にあっては、水稲の生産調整の拡大や米価の低迷傾

向の中にあって、複合農業の中でも重要な位置を占めてきたものであり、庄内柿・日本

梨・サクランボ・葡萄等の産地化推進において、これまで積極的に国県の補助事業を活

用して生産振興を図ってきました。その結果、一定の団地形成が図られるとともに、そ

れぞれの栽培技術の集積も行われ、高品質の果樹生産が可能となってきました。 

また、生産した果物の直売等を通じ、直接消費者と信頼関係を築いてきた経験などを

生かして、果物のもぎ取り体験を商品にした観光果樹園を設置する生産者も増えてきて

おり、果物の直売と併せ農業所得の向上に繋げていきます。 

特に観光果樹園にあっては、「さくらんぼ」「ぶどう」「なし」「りんご」など６月から

11 月まで、品種も豊富で長い期間もぎ取り体験が楽しめることもあり、庄内地域をはじ

め、県外からの来園者も増加し、観光面への波及効果も大きなものがあります。 

この多品目の果樹が生産される地域の特徴を生かして、「フルーツの里」としてブラン

ド化するとともに、果樹生産者や観光果樹園経営者及び産直施設等の連携を更に促進し

て、果樹生産を一層維持発展させる取組みを推進します。 

一方、果樹生産は従前から農家の家族労働による生産が主体のため、農家の兼業化の

進行や担い手の高齢化によって生産の継続が困難になり、一部で果樹の伐採が行われて

いる状況も発生しています。果樹産地としての基盤整備と併せて、樹園地の受委託等の

調査を行いつつ、果樹の生産・販売等に係る法人化に向けた研修や、生産の担い手育成

に向けた取組みを行い、雇用や新たな就労の場創出も含めた「フルーツの里づくり」を

推進していきます。 

 

基本方針 （2）「グリーン・ツーリズムと観光の推進」 

櫛引地域では、長年にわたる横浜市立青木小学校修学旅行の受け入れや、この交流が

縁で始まった鎌倉女子大学の農業体験学習受け入れなどが継続されており、今後も民泊

家庭や農業関係団体の協力を得ながら、地域全体を巻き込んだ活性化事業として推進し

ていきます。 

この修学旅行受入れは、地域の３つの小学校児童との交流も併せて行われており、都

市部の小学生が、櫛引地域の農村景観や農業体験に感動する姿を地元の子供達が見るこ

とで、地域の素晴らしさを学ぶ良い機会にもなっており、郷土愛醸成にも役立っていま

す。この交流を契機に、神奈川中央区民まつりや、鎌倉女子大みどり祭など農産物販売

機会を拡大するとともに、首都圏櫛引会会員の協力を得ながら継続してきた新宿神楽坂

での産直販売なども、櫛引地域や鶴岡市の情報発信の良い機会として一層促進します。 

 



 

 

- 5 - 

一方、黒川地区で農家民宿開業者等によって立ち上げられた団体「黒川能の里の会」

は、資質向上研修や開業希望者を対象とした研修、黒川能公演の機会に合わせた誘客企

画や農産物販売などを行っています。これらの活動は、地域の風土・文化・暮らし・産

物等を活用したグリーン・ツーリズムと観光の推進に直結するものでもあり、引き続き

農家民宿の拡大を推進します。 

また、農家民宿の取組みと併せ、休日や余暇を利用し農家でボランティアとして無理

の無い農作業の手伝いをする「ワーキングホリデー」や、都市部に住む人が、農村地域

で農家の人と一緒に農業などの仕事や手伝いなどをして滞在する「ファームステイ」な

どの取組みを支援していきます。 

人口減少による地域活力の低下が懸念される中にあって、こうした取組みを支援し、

豊かな自然景観や多彩なフルーツなどの農作物、黒川能等の農村文化や食文化などの多

種多様な地域資源を有機的に結びつけ、観光客や交流人口の拡大を図り、地域への経済

効果を高めながら地域の魅力増進に努めます。 

 

基本方針 （3）「歴史・文化の里整備」 

櫛引地域には、黒川能をはじめとして各集落に伝承されている天狗舞・獅子舞等の伝

統芸能、下山添八幡神社で行われる流鏑馬や上山添皇大神社で行われる奴振り等の伝統

行事、丸岡城跡・加藤清正墓碑をはじめ六十里越街道など多くの史跡・遺構があります。

また、昭和の名横綱柏戸関が、当地出身であることも地域の大きな誇りとなっています。 

これらの地域資源は、その歴史も含めて地域住民の郷土愛や連帯感づくりに大きな役

割を果たしてきている一方で、少子化を伴う人口減少や就業構造の変化などにより、一

部で継承活動が難しくなってきている状況もあります。 

特に、農業や農村生活に根差して独自に伝承されてきた黒川能は、伝承を取り巻く環

境が一層厳しいものとなっており、次世代へしっかりと継承していく取組みを進めてい

く必要があります。 

また、丸岡城跡と加藤清正・忠廣ゆかりの歴史遺産継承の取組みについては、地域内

の活動に留まらず、熊本市や高山市の顕彰会等との民間レベルでの相互交流に発展して

おり、こういった組織活動の取組みを促進します。更に、面的整備を終えた丸岡城跡史

跡公園に、歴史的建造物を活用したガイダンス施設の整備を行います。 

これらの地域資源の価値を一層生かしていくためには、櫛引地域全体で改めてその価

値を掘り起こしながら共有し、新たな地域活動へつなげて更に磨き上げていく必要があ

り、広域コミュニティによる取組みも進めながら、伝統文化に触れ親しむ場を積極的に

提供し、地域に根ざした文化活動として一層推進します。
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５．具体的な展開方策 

 

基本方針 （1）-１．果樹生産基盤の整備推進  

1フルーツの里 1 

果樹産地としての生産基盤を維持・拡大するために、国・県補助事業を効果的に活用

し、消費者ニーズにあった振興品種への改植や、雨よけハウスなどの施設整備に対して

支援を行い、果樹生産の安定化を図ります。 

①国・県事業の積極的活用 

国の補助事業により、振興品種への改植やかん水施設（スプリンクラー）等の小規

模基盤整備、県の補助事業によるさくらんぼ高生産性施設や補強型ハウス、作業機械

等の整備に支援を行い高品質生産を推進し、収量及び産出額の増大を目指します。 

②市園芸作物種苗導入支援事業の活用及び新品種導入の促進 

市の事業を活用した優良品種の導入や、収穫期の延伸・分散化の取組みによる果樹

産地の拡大・強化を図るとともに、県の研究機関やＪＡ等と連携し、地域の気候・土

地柄により適合した新品種の導入を促進します。 

 

基本方針 （1）-２．フルーツの里ブランド化の推進 

1フルーツの里 1 

庄内地方で随一の多品目生産の果樹産地として、栽培技術の集積と生産基盤を土台に、

産直販売や加工、観光果樹園などにも積極的に取り組み、果樹産地としての「フルーツ

の里くしびき」のブランド化を図ります。 

①ブランド化推進組織の活動支援 

櫛引地域産業振興プロジェクト推進協議会が行う観光果樹園紹介所の設置や、果樹

生産地の担い手育成、主要観光施設との連携、果樹を生かした６次産業化などの取組

みを支援します。 

②果実加工品の開発と販売支援 

県機関等の支援を得ながら、櫛引農工連、産直あぐり、生産者組織、企業等を通し

た加工品や商品開発を支援します。また、加工品の販売活動を支援して、原料となる

果実そのもののブランド力強化につなげていきます。 

③安全・安心の果樹生産 

ＪＡ、産直あぐり等を通して、引き続きトレーサビリティ、ポジティブリストへの

対応を図り、果樹産地としての安全・安心の生産体系を構築しつつ、果樹生産におけ

るエコファーマー(環境農業実践者)の維持・拡大を図ります。 
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基本方針 （1）-３．観光果樹園の拡大とネットワーク化 

1フルーツの里 1 

高品質の果樹生産をベースに、観光果樹園の経営の安定化や観光施設としての資質向

上に取組みながらその拡大を図り、市内の観光施設との連携体制を確立して交流人口が

相互に周遊するネットワーク化を推進します。 

①インフォメーション体制の確立 

多くの観光果樹園がありながらも、アクセスが難しい樹園地もあることから、果樹

生産地にある「産直あぐり」内に、観光果樹園紹介所を開設して効率的な情報発信を

行い、観光果樹園の一層の利用促進を図ります。 

②主要観光地等との連携 

櫛引地域内の観光施設をはじめ、出羽三山や湯野浜等の温泉地、藤沢周平記念館や

加茂水族館等の主要観光地などとの連携体制を構築し、モデルコースの設定など交流

人口が周遊する仕組み作りを行い、観光果樹園と本市観光の振興につながる取組みを

推進します。 

 

基本方針 （1）-４．果樹生産農家の担い手育成と樹園地集積の推進 

1フルーツの里 1 

生産者の高齢化や後継者不足により、栽培面積を減らしたり伐採による廃園なども発

生していることから、樹園地集積に取り組む生産組織や若手生産者等の活動を支援し、

新たな担い手を育成します。 

①果樹産地を支える多様な担い手の確保 

中核的な担い手の育成や確保に向け、法人化等の調査研究を行い、産地を牽引する

経営体の育成を支援します。また、果樹生産を新たな就労の場として捉え雇用の創出

につながる取組みを推進します。 

②樹園地の利用集積への取組み推進 

高齢化や兼業化に対応できる品目や省力化技術・機械導入への支援を行いつつ、樹

園地集積による経営規模拡大や、栽培放棄園地の発生防止にかかる調査研究活動の取

組みを推進します。 

 

基本方針 （２）-１．都市と農村の交流活動の推進 

1Ｇ･Ｔと観光推進 1 

体験型修学旅行や農業体験の受入れ及び首都圏での産直販売活動などを通して、農業

理解や担い手農業者の意欲喚起、農産物等の販路拡大などをすすめ、櫛引地域や本市の

応援者拡大を図ります。 



 

 

- 8 - 

↑水焰の能 

↑宝谷での赤カブ収穫体験 

↑神楽坂での産直販売 

①農業や地域理解者拡大の取組み 

横浜市立青木小学校への出前授業や修学旅行の受入

れ、また鎌倉女子大学生の農業体験学習受入れなど、

生産現場での体験等を通した農業への理解を拡大する

取組みを支援し、都市における本市の応援者づくりを

進めます。 

②農産物の販路拡大支援 

都市住民との交流で築いてきた人と人との繋がりや、新宿神楽坂での産直販売など

各種イベントでの直接販売の機会を生かし、消費者ニーズに対応できる供給体制の構

築をすすめ農産物の販路拡大につなげます。 

③地域の食文化の発信 

農村地域の生活や祭事の中で育んできた豊かな食文化

を積極的に発信して、生産者と消費者の信頼関係を構築

し、食に関する理解と関心の増進を図りつつ、地域農産

物等の付加価値を高める取組みを促進します。 

 

基本方針 （２）-２．農家民宿の拡大 

1Ｇ･Ｔと観光推進 1 

黒川能や農業体験などの地域資源を活用して、農家が農業生産以外の取組みとして行

う農家民宿を、グリーン・ツーリズムや観光推進にも直結する取組みとして支援し、そ

の拡大を図ります。 

①農家民宿の資質向上研修の実施 

農家民宿のグループ「黒川能の里の会」は、開業予

定者も含め８戸の農家で構成され、料理講座など各種

研修会や先進地視察等を実施しており、新たな開業支

援も含め、民宿経営や農産物販売等強化に向けた資質

向上の取組みを支援します。 

②共通誘客企画の確立 

黒川能鑑賞や地域の食文化など地域資源を組み込んだものや、農業体験を組み込ん

だもの等の共通体験メニューの開発や、黒川能の里の会会員募集の支援等を行い、農

家民宿の拡大を図ります。 

③関係機関との連携強化 

ふるさとむら宝谷などの施設や農業体験受入れ農家、他の観光施設との連携体制の

構築を図り、市全体での取組みも視野に入れて交流人口の拡大につなげていきます。 
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基本方針 （２）-３．ワーキングホリデーやファームステイなどの取組みの推進 

1Ｇ･Ｔと観光推進 1 

休日や余暇を利用し、農家で無理の無い農作業の手伝いをする「ワーキングホリデー」

や、農家の人と一緒に農業などの仕事や手伝いなどをして一定期間滞在する「ファーム

ステイ」などの取組みを推進します。 

①多様な取組み実践者の発掘 

農家が農作業への手伝いの受入れ等に繋げるワーキングホリデーやファームステイ、

援農ボランティアといった仕組みと魅力を研修する機会を提供し、受け入れ実践者の

発掘や育成を図ります。 

②農業体験研修の支援 

ファームステイなどは農業技術習得にもつながることから、これらの取組みを新規

就農希望者へ情報発信するとともに、Ｕターン・Ｉターン受入れ等にもつなげていけ

るよう支援します。 

③農家民宿等との連携による多様な受入体制の検討 

農繁期に農家が体験者を受入れする場合など、農家民宿やふるさとむら宝谷等の宿

泊施設とも連携し、農家が少ない負担感で一定の労働力として受入れる仕組みなど、

多様な受入体制の検討を行います。 

 

基本方針 （３）-１．黒川能における有形・無形文化財としての価値継承 

1歴史・文化の里 1 

農村生活に根差して連綿と伝承されてきた黒川能が、社会構造が変化していく中にあ

っても、次世代へしっかりと継承できる取組みを促進します。 

①黒川能の後継者育成 

櫛引東小学校児童への仕舞指導や発表機会の提供を通して、各世代における郷土の

伝統芸能に対する理解や郷土愛を育くみながら、次世代後継者を育成する取組みを一

層推進します。 

②黒川能の保存伝承支援 

無形文化遺産に造詣の深い識見者による講演や実演など、能を通じた人的交流拡大

を通して黒川能の価値認識を深め、青年や女性も含めた地域住民各層の関わりを強め

ること等により、黒川能の保存伝承に対する機運の醸成を図ります。 

③黒川能の価値の情報発信、記録保存 

面や装束等の写真や解説を掲載した「黒川能面装束図譜」などを通して、有形無形

両面における文化的価値の対外的情報発信を強化します。更に、将来的な修復や更新

も見据え、精密な撮影画像をデータベース化し、貴重な文化資源である黒川能を後世
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↑黒川豆腐焼 

↑天狗舞 

↑郷土料理 

に継承していくための資料整備を図ります。 

 

基本方針 （３）-２．歴史遺産継承の取組みによる交流人口の拡大 

1歴史・文化の里 1 

丸岡城跡と加藤清正・忠廣ゆかりの歴史遺産継承の取組みが、交流人口を拡大し地域

内外の相互交流や活性化につながっており、こういった地域の歴史や史跡継承の取組み

を一層推進し交流人口の拡大を図ります。 

①丸岡城跡史跡公園のガイダンス施設整備 

丸岡城跡史跡公園内に、歴史資料やパネル等を展示公開し来訪者にその歴史を紹介

するガイダンス施設の整備を進めます。 

②歴史や史跡顕彰組織等の活動支援 

丸岡城跡に関連した史跡顕彰組織などが、史跡のボランティアガイドの実施や地域

の伝統行事を復活させるなど、地域の活性化や交流人口の拡大にも繋がっていること

から、それらの活動を一層促進します。 

 

基本方針 （３）-３．魅力ある地域資源の活用による賑わいの創出 

1歴史・文化の里 1 

地域の伝統芸能や伝統行事は、その歴史も含めて地域住民の連帯感や地域の求心力づく

りに重要な役割を果たしており、その中で継承されてきた伝統料理等の特色ある食文化と

ともに、貴重な地域資源として地域活性化への活用を図ります。 

①天狗舞・獅子舞等伝統芸能等の発表交流機会の創出 

くしびき文化祭や水焰の能・くしびき夏まつりなど、  

集落外での発表の場や交流の場をより多く創出し、継承

意欲の向上につながる取組みを進めます。 

②櫛引の食文化を生かした賑わいの創出 

地域には、王祇祭での豆腐料理や丸岡地区での鯉餅などに代表される伝統料理の他

にも、貴重な在来野菜である「宝谷かぶ」や地元産そばによる「宝谷そば」など、受

け継がれてきている地域の食文

化があります。それらを掘り起し、

更に磨き上げながら、その提供や

活用を行い、賑わいの創出に繋げ

ていきます。 
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←平成21年1月策定 

平成 20年 3月策定→ 

平成 26年 3月策定 

工業団地にアート

モニュメント設置 

黒川能面装束

財産台帳整備 

整備 

丸岡城跡公園

面整備の完了 

黒川能保存会公

益財団法人化 

黒川能面装束デ

ータベース化 

黒川能謡本

整備 30曲 

黒川能面装束

図譜発刊 

丸岡城跡ガイダ

ンス施設整備 

果樹園で婚活イ

ベントの実施 

櫛引の食文化で

賑わい創出 

農家のワーキン

グホリデイ活用 

エコファーマ

ーの拡大 

伝統芸能後継

者育成 

農家へのファー

ムステイ活用 

果樹生産の法

人化推進 

黒川能の里の

会結成 

農家民宿開業

櫛引で６戸に 

振興品種への

改植 

樹園地の集積 

「産直あぐり」

がんばる中小

企業に選抜 

フルーツの里の

ブランド確立 

援農ボランテ

ィアの活用 

国事業・果樹経営

支援対策事業開始 

櫛引地域産業振

興プロジェクト

推進協議会設置 

黒川能保存伝

承研究会開催 

くしびき夏まつ

りの開催 

黒川能後継者

育成事業 

宝谷そば農業

発展奨励賞 

横浜青木小修学

旅行受入開始 

水焰の能で地

元の芸能発表 

奴振保存伝承活

動活性化事業 

果樹生産の担い

手育成 

新たな就労

の場の創出 

U・I ターン

促進 

地域外の主要観

光施設との連携 

鎌倉女子大学生

農業体験受入 

地元の果樹で特

産スイーツ開発 

観光果樹園紹

介所の開設 

新宿神楽坂で

の産直販売 

農家民宿の

拡大 

新規就農

者の拡大 

黒川能後継者育

成事業の継続 

交流人口の

拡大 

 

‐1
1

‐ 

農家レストラ

ンとの連携 

観光果樹園入

園者拡大 

鎌倉女子大みど

り祭への参加 

農工連が柿ジ

ュースを開発 

あぐりがプレミアム

ラ・フランスジュー

スを開発 

コミュニティづ

くりの求心力 

←平成 31年 3月 

伝統行事等保存

会の活動支援 

倭舞・倭楽保存

伝承事業 

天狗舞獅子舞

保存伝承事業 
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【参考：統計資料】 
区                 分 単 位 櫛引地域 市全体 

人   口 

H17.10.1 人 8,320 143,990 

H25.9.30 人 
7,657 

（対 H17 減少率 8.0%） 

134,909 

（対 H17 減少率 6.3%） 

世 帯 数 

H17.10.1 戸 1,954 45,493 

H25.9.30 戸 
          2,145 

 （対 H17 増加率 9.8%） 

48,342 

（対 H17 増加率 6.3%） 

面      積   ｋ㎡ 80.18 1,311.51 

就業者数 

H22 国勢調査 人 3,985 65,987 

  

第１次産業 人 767（19.2%） 6,566（10.0%） 

第２次産業 人 1,309（32.9%） 19,645（29.8%） 

第３次産業 人 1,909（47.9%） 39,298（59.6%） 

販売農家数 

H22 農林業センサス 戸 646 4,538 

※推計値

を含む 

専業 戸 70 577 

第１種兼業 戸 146 1,187 

第２種兼業 戸 430 2,774 

自給的農家数 H22 農林業センサス 戸 159 1,113 

経営耕地面積   ※推計値を含む ａ 201,987 1,648,041 

工業事業所数 H22 工業統計調査 事業所 44 484 

商業(卸売業) 

事業所数 
H19 商業統計調査 事業所 14 341 

商業(小売業) 

事業所数 
H19 商業統計調査 事業所 75 1,738 

市営住宅 H25.4.1 戸 ― 927 

保 育 所 H25.5.1 所・人  4所（園児数 238） 41所（園児数 3,373） 

幼 稚 園 H25.5.1 園・人 ― 11園（園児数 829） 

小 学 校 H25.5.1 校・人  3校（児童数 383） 40校（児童数 6,755） 

中 学 校 H25.5.1 校・人  1校（生徒数 211）  11校（生徒数 3,787） 

高等学校 H25.5.1 校 1 9 

医療施設 H25.4.1 所 

              9 

     （病院 1） 

（一般診療所 5） 

（歯科診療所 3） 

          165 

      （病院 8） 

（一般診療所 107） 

 （歯科診療所 50） 

 

１．人口・世帯数推移     （資料:国勢調査／単位：世帯・人）※平成 25年は、年度末の住民基本台帳 

 世帯数 人 口  世帯数 人 口 

昭和５０年 1,761 8,545 平成１７年 1,954 8,320 

昭和６０年 1,741 8,615 平成２２年 1,995 7,794 

平成 ７ 年 1,863 8,742 平成２５年 2,155 7,605 

平成１２年 1,913 8,536 H25－S50 394 ▲940 

 

２．人口動態推移 

①自然動態                          （資料:住民基本台帳／単位：人） 

年 度 平成２年 平成７年 平成 12年 平成 17年 平成 22年 平成 25年 

出 生 １０７ ８９ ５５ ５２ ５２ ５５ 

死 亡 １００ ９０ ８２ １０５ ９９ ９８ 

自然増加数 ７ ▲１ ▲２７ ▲５３ ▲４７ ▲４３ 
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②社会動態                          （資料:住民基本台帳／単位：人） 

年 度 平成２年 平成７年 平成 12年 平成 17年 平成 22年 平成 25年 

転 入 １７２ ２１２ １９５ １７５ １５９ １６９ 

転 出 １８７ ２２１ １９１ ２３９ １８０ ２２０ 

社会増加数 ▲１５ ▲９ ４ ▲６４ ▲２１ ▲５１ 

 

３．産業別就業者数の割合                     （資料:国勢調査／単位：％） 

 昭和 60年 平成２年 平成７年 平成 12年 平成 17年 平成 22年 

第１次産業 35.4 29.0 22.7 20.1 20.7 19.2 

第２次産業 35.7 39.8 42.0 41.6 34.6 32.9 

第３次産業 28.9 31.2 35.3 38.3 44.7 47.9 

 

４．専兼業別・主副業別販売農家数の推移          （資料:つるおかアグリプラン／単位：戸） 

 販売農家 専    業 １種兼業 ２種兼業 主業農家 準 主 業 副 業 的 

H７ 867 1.00 30 1.00 322 1.00 515 1.00 334 1.00 291 1.00 242 1.00 

H12 799 0.92 31 1.03 211 0.66 557 1.08 219 0.66 337 1.16 243 1.00 

H17 729 0.84 44 1.47 231 0.72 454 0.88 231 0.69 269 0.92 229 0.95 

H22 646 0.75 70 2.33 146 0.45 430 0.83 173 0.52 275 0.95 198 0.82 

※戸数の右数値は H７の戸数を１とした比率 

５．販売目的で栽培している主な果樹類の栽培経営体数 (家族経営分)（資料:H22農林業センサス／単位：戸、ａ） 

区  分 経営体数(戸) 合計面積(a) りんご（戸） ぶどう（戸） 日本なし（戸） 西洋なし（戸） 

①櫛引地域 433 21,280 100 57 108 73 

②鶴岡市全体 1,346 55,163 126 146 129 111 

①／②率（%） 32.2 38.6 79.4 39.0 83.7 65.8 

品目別 もも（戸） おうとう（戸） かき（戸） くり（戸） うめ（戸） すもも（戸） 

①櫛引地域 38 64 378 6 23 11 

②鶴岡市全体 56 160 1,140 15 38 14 

①／②率（%） 67.9 40.0 33.2 40.0 60.5 78.6 

                            ※統計上三千刈地区は秘匿数値のため櫛引地域に含んでいない。 

６．観光果樹園及び「産直あぐり」入込客数推移        （資料:櫛引庁舎産業課／単位：人） 

区分・年度 平成 20年 平成 21年 平成 22年 平成 23年 平成 24年 平成 25年 

観光果樹園 12,274 12,760 13,768 12,455 13,379 14,030 

産直あぐり 520,560 517,062 508,560 494,430 504,079   497,712 

                           

７．櫛引地域の主な施設の利用状況                       (単位：人) 

区 分・年 度 平成 21年 平成 22年 平成 23年 平成 24年 備 考 

ゆ～Ｔｏｗｎ 177,351 156,844 154,085 142,819 資料:庁舎産業課 

スポセン・運動公園 88,772 88,540 91,127 92,645 資料:市スポーツ課 

櫛引ＰＡ 25,730 35,400 33,296 29,299 資料:庁舎産業課 

たらのきだいスキー場 28,879 27,154 27,440 28,858 資料:庁舎産業課 

黒川能王祇会館 18,450 16,592 18,501 21,780 資料:王祇会館 

ふるさとむら宝谷 5,218 5,106 5,125 5,241 資料:庁舎産業課 

農家民宿(食事のみも込) 5,706 5,174 4,218 4,033 資料:庁舎産業課 
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[参考:地域の主な文化財や伝統芸能等継承団体] 
 
①国指定重要無形民俗文化財 

名        称 指定年月日 所有または所在 

黒川能 昭和５１年５月 ４日 黒川字宮の下 

②国指定重要文化財 

狩衣(紅地蜀紅文黄緞) 室町時代 昭和６０年６月 ６日 黒川能上座 

狩衣(藍紅紋紗地太極図印金)室町時代 昭和６０年５月 ６日 黒川能下座 

小袖(白地草花海賦文辻が花染肩裾)室町時代 昭和６０年５月 ６日 黒川能上座 

③県指定史跡 

丸岡城跡及び加藤清正墓碑 昭和３８年１月２２日 丸岡字町の内 

④県指定有形文化財(能衣装２１点) 

狩衣(３点) 江戸前期～中期 昭和３０年８月 １日 春日神社、上下座 

厚板唐織(１点) 江戸中期 昭和３０年８月 １日 春日神社 

唐織(５点)江戸中期～後期 昭和３１年５月１１日 上下座 

厚板唐織(１点) 江戸中期 昭和３１年５月１１日 上下座 

縫箔(５点) 江戸中期 昭和３１年５月１１日 上下座 

長絹(２点) 江戸中期 昭和３１年５月１１日 上下座 

厚板(３点) 江戸中期 昭和３１年５月１１日 上下座 

狩衣(１点) 江戸中期 昭和３１年５月１１日 下座 

⑤市指定有形文化財(１９件) 

仏像・獅子頭・甲冑群・能面・古面ほか 昭和 43年～平成 12年 個人有・神社有ほか 

⑥市指定天然記念物 

勝地の大杉(根周 7.2m、目通り 8.1m、樹高 24.5m) 昭和５７年３月 ５日 板井川字勝地 

⑦市指定史跡 

上ノ山城主、里見越後守主従の墓地 安土桃山時代 平成元年 ３月２７日 天澤寺 

赤川渡舟跡(弘法の渡し) 平成元年 ３月２７日 黒川字滝の上地内 

首なし地蔵堂と修理塚 安土桃山時代 平成１４年１月１５日 下山添一里塚地内 

 

⑧伝統芸能等継承団体名  

黒川能上座 黒川能下座 

河内神社伝統文化保存会(西荒屋天狗舞獅子舞) 板井川河内神社天狗舞獅子舞保存会 

東荒屋伝統文化保存会(天狗舞獅子舞) 下山添天狗舞獅子舞保存会 

八幡神社天狗舞獅子舞保存会(中田・常盤木) 丸岡諏訪神社天狗舞獅子舞保存会 

上山添天狗舞獅子舞保存会 上山添奴振り保存会 

松根天狗舞獅子舞保存会 丸岡桐箱踊り等保存会 

宝谷八木節保存会 鶴岡倭楽伝承保存会(御神子舞指導) 

※他にも羽黒町の雷電神社に奉仕する馬渡の獅子舞、黒川の春日神社に奉仕する獅子舞がある。 

 
⑨史跡・遺構の顕彰等活動組織 

    団   体   名         主 な 活 動 

荘内加藤清正公・忠廣公遺蹟顕彰会 加藤清正・忠廣親子の遺徳顕彰、丸岡城跡保全活動 

松根塾 松根史研究、六十里越街道保全活動 

 



 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 



 

 

野外彫刻作品 
空にかける階段 ’01-ⅩⅩⅠ 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

  
 

 

 
 

櫛引中学校前 











議決 

 

「新市建設計画」の見直しについて 

１ 趣 旨 

 新市建設計画については、平成 17年度に南庄内合併協議会において作成されたものであり、

平成 20年度にはそれを踏まえたものとして鶴岡市総合計画を策定している。 

  このたび、平成 24年 6月に「東日本大震災による被害を受けた合併市町村に係る地方債の

特例に関する法律の一部を改正する法律」の施行により、合併特例債の起債期間が５年間延長

されたことから、新市建設計画の計画期間等の見直しを行うものである。 

 

 

２ 見直しの検討体制 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

庁内幹事会 

（新市建設計画審議会幹事会） 

事務局 
（企画部政策企画課） 

市  長 

地域審議会 

鶴岡・藤島・羽黒 

櫛引・朝日・温海 
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資料 ６ 

 260605櫛引地域審議会 

 
























































































































